修士論文題目一覧（過去10年）

＜2024年度（令和6年度）修了＞
・多職種連携チーム形成過程における医療ソーシャルワーカー（ＭＳＷ）の活動に関する研究
・就労準備型放課後等デイサービスにおける取組意義と今後の展望
・知的障害者に対する就労定着支援の現状と課題―全国の就労定着支援員に対するアンケート調査から―
・児童発達支援センターが特別支援学校に行う情報提供の現状と課題に関する研究―就学移行前期に着目して―
・中国都市部における「互助」の新たな展開―貴陽市小区における居民委員会の限界と業主委員会の可能性に着目する―

＜2023年度（令和5年度）修了＞
・不登校児童の支援におけるスクールソーシャルワーカーの役割に関する研究―小学校教員との連携モデルの構築に向けて―
・感染症流行禍における退院援助の課題―COVID-19流行の中で病棟別にみる医療ソーシャルワーカー（MSW）の業務状況と課題―
・障害者支援施設の生活支援員に対する人材育成の現状と課題―九州・沖縄地方の障害者支援施設における生活支援員の人材育成に関するアンケート調査を通じて―

＜2022年度（令和4年度）修了＞
・精神科病院で働く女性精神保健福祉士の仕事と育児の両立に関する研究－産休・育休前後の環境適応プロセス－
・地域支援を行う者に対する市町村自治体の支援内容―介護保険制度における生活支援コーディネーターに対する支援を事例として―
・休職精神障害者に対する復職支援に関する一考察～精神科等医療機関ソーシャルワーカーの課題の検討～
・介護保険制度による「住民主体の生活支援」の課題と推進方策の研究～総合事業の「サービスＢ」に関する自治体の取組み～

[bookmark: _Hlk195867917]＜2021年度（令和3年度）修了＞
・精神科病院の精神保健福祉士が行う退院支援に関する研究
・特定施設入居者の生活満足度向上に向けた支援意識の現状と課題

＜2020年度（令和2年度）修了＞
・中高年の知的障害者に対する就労支援の課題～福岡県内の就労継続支援Ｂ型事業所に焦点を当てて～
・地域活動支援センターにおける余暇活動の現状と課題

＜2019年度（令和元年度）修了＞
・特別養護老人ホームの機能を活かした在宅高齢者への食支援の可能性－福岡県内の特別養護老人ホーム実態調査を中心に－
・保育所の地域における公益的な取組－福岡県内の保育所のみを経営する社会福祉法人を対象として－
・有料老人ホーム管理者と介護職員のストレス状況とケア意識の現状　九州内の介護付き有料老人ホームにおける虐待予防に向けた課題"
・退院支援における医療ソーシャルワーカーと退院調整看護師の専門性と協働に関する一考察－九州・沖縄の医療ソーシャルワーカーおよび退院調整看護師へのアンケート調査を手掛かりとして－
・生活習慣病高齢者の身体活動に及ぼす要因とその関連性～４つの活動（生活活動・仕事・個人活動・社会的活動）と活動以外の要因との関連性から見えてきた要支援・要介護予防の一考察～

＜2018年度（平成30年度）修了＞
・精神障害者のリカバリーを促進する精神保健福祉士の支援－リカバリープログラムを実施する精神保健福祉士へのインタビュー調査から－
・知的障害者に関する成年後見制度の利用支援の現状と課題－認知症高齢者との比較において－
・SSWが行うアドボカシー実践についての一考察－A市の中学校区・拠点巡回型SSWへの意識調査より－

＜2017年度（平成29年度）修了＞
・住民の主体性を高める「場づくり」のプロセスに関する研究　－市町村社会福祉協議会の地域福祉担当職員に着目して－

＜2016年度（平成28年度）修了＞
・北九州市における認知症高齢者の現状と家族支援の課題－介護支援専門員への意識調査を通じて－
・児童福祉司が捉える虐待対応の現状と課題－全国の児童相談所の児童福祉司への実態調査から－

＜2015年度（平成27年度）修了＞
・特別養護老人ホームにおける介護職員への職場内集合研修の現状と課題－北九州市における特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）を中心に－
・福祉NPO法人におけるボランティア受け入れに関する現状と課題－九州・沖縄地方の福祉NPO法人に対する質問紙調査の結果から－
・特別養護老人ホームにおける施設社会化の現状と課題－福岡県内の特別養護老人ホームを対象に－
